
薬品管理の一般的注意

（１）常に正常な状態で使用できるよう保管する。

・古い試薬から使い、必要以上に同じ薬品を購入しない。

・購入年月日、内容物を記載したラベルを購入時に貼る。

（２）火災や地震などに対する対策施す。

・薬品の性質による分別収納をする(下記例参照)。

・薬品棚、器具保管棚や展示棚が転倒しないよう防護措置をとる。

・薬品棚内の薬品も、整理箱等に入れて収納するとよい。

・有毒ガスや引火性ガスが充満しないよう配慮する。

（３）盗難や紛失が起こらないよう管理する。

・施錠できる保管庫に保管する。

・薬品管理簿を作成し、薬品の現有数を把握する。薬品の性質も記載しておくとよい。

薬品管理簿例


